
１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

　　

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

杉ノ子第三保育園

水と光と音

・水遊びを楽しむ中で、ペットボトルの中に水を入れては出す動作を繰り返していた中で、水が入るときの

音、こぼれるときの音、光が映ることに気付き、発見していたところから、光や影、音をテーマに設定した。

7.8月　水遊びにて桶やペットボトルを用意し、音・光を探す。

9月　　机・雨等周りの生活の中での音探し。

　　　 ライトテーブルを用いた活動。

10月　ライトテーブルを用いた活動。

　　　園行事にて保護者にも体験してもらう。

11月　音の出る玩具で音を出す。

　　　書画カメラ・プロジェクターを用いた光遊び。

子どもが自由に道具、素材を使えるような環境設定をした。

ペットボトル、白い桶、じょうろ、カップ、オルガン、音の出る玩具、白い布、色水ペットボトル、マーブリ

ング液、テント、書画カメラ、プロジェクター、ミラーマット、ライトテーブル

水遊びでの気付きや発見を水に光を当てたら、子どもたちは何に気付いていくのかを探求していくため、ライ

トテーブル、書画カメラ、ペットボトルを用いて、活動していった。

「なんだろう」と不思議そうにじっくりと観察したり、発見したり、考え工夫しながら、水を通して色や光、

音へと探究活動が広がっていった。何かを見つける度に保育士に教えていた。一人の子どもがやり始めたこと

を真似ている姿が見られた。



５．振り返り



＜振り返りによって得た先生の気づき＞

子どもの目線、子どもの味方に寄り添うことで大人にとっては当たり前のことが、ワクワクする感動になるこ

とを感じた。丁寧に対象物と出会えるようにする、出会いはシンプル、というアドバイスをいただき、園内で

の共有と考察を経て、活動に取り組むことができた。好奇心を持つきっかけとなったり、アイデアを共有した

り考えを深めるような問いや言葉がけ、関りを心掛けていきたいと思った。






